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Abstract 企業の海外進出が叫ばれて久しい。昨今、日本の企業では社内の英語公用語化に象徴されるよう

に、海外への進出が急務である。とりわけ、小売業やサービス業といった業界は、今後、我が国
における少子高齢化問題も相成って、その収益源を海外にシフトする動きが出始めている。経済
産業省発表の資料によれば、我が国の海外進出法人数及びその売上高は右肩上がりで、今後もこ
れは続くと見ている。一方で、海外進出したものの、撤退するとし寸海外撤退法人数も近年増加
傾向にある。
筆者は、慶磨、義塾大学大学院に進学前、サービス業に従事した過去を持つ。この企業の母体は
アメリカの企業であり、コーヒーを届舗で販売する企業集団である。同社は日本に進出をした際
、独特な喫茶文化を持つ日本市場に対し、あえてこれに適応する戦略を取らなかった。つまり彼
らは、同産業にてメインターゲットだった男性客ではなく、女性客にフォーカスをする一方、メ
ニューや届舗などは、自国のものをベースに提供をした。日本の人々の目には、その米国初のサ
ービスや商品が当初は異質に映り、時に戸惑いながらも、その異質性を楽しみ、ファンとなり、
同社の収益の拡大に貢献した。結果、この企業は今では日本で無くてはならないブランドとなり
、日本全国に届舗網を張り巡らしている。
筆者は、この企業が日本で誕生した頃から従業員として働き続けた経験を持つ。企業が提供する
従業員向けの教育などは、本国アメリカで使用している教育プログラムをそのまま持ち込んでき
ていることもあり、異様に感じたことを覚えている。しかし、一従業員として、ゼロから最終的
に900届舗以上にまでなった同社の成長期をこの目で見た経験から、企業の海外戦略のあり方とし
て、文化の異質性を中心にするという考え方に共感するとともに興味を覚えた。
調査の結果、こういった戦略は文化的アービトラージ戦略と呼ばれる。一方、多くの日系企業が
海外に進出をする際に使用する、もはや一般化された戦略であることも分かつた。しかしながら
、同戦略を実行したものの、事業縮小や撤退に追い込まれるケースも少なくない。海外へ進出す
る企業数が多い現代において、一般化された海外戦略を実行しつつも、筆者が経験したように拡
大し、進出国において無くてはならない存在となる企業もあれば、そうでない企業も多い。この
一般化された戦略の成否を分けるポイントは何なのか。戦略実行の裏側に潜むワナに追求する中
、見えてきた答えは、海外進出企業がリスクをとって自国の文化を押し進めた結果、生じるバブ
ルのような過信とイノベーションの継続有無である。そして、文化的アービトラージ戦略のみな
らず、進出国の中で押し進めた自国文化を、現地にて定着させるための戦略もまた必要とされて
いたのである。
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論文要旨

所属ゼミ |清水勝彦研究会 |学籍番号|

(論文題名)

文化的アービトラージ戦略の本質 一合理的な海外戦略における持続的成功要因とワナー

81030809 音対中田名氏

(内容の要旨)

企業の海外進出が叫ばれて久しい。昨今、日本の企業では社内の英語公用語化に象徴されるよう

に、海外への進出が急務である。とりわけ、小売業やサービス業といった業界は、今後、我が国

における少子高齢化問題も相成って、その収益源を海外にシフトする動きが出始めている。経済

産業省発表の資料によれば、我が国の海外進出法人数及びその売上高は右肩上がりで、今後もこ

れは続くと見ている。一方で、海外進出したものの、撤退するとし寸海外撤退法人数も近年増加

傾向にある。

筆者は、慶磨、義塾大学大学院に進学前、サービス業に従事した過去を持つO この企業の母体はア

メリカの企業であり、コーヒーを届舗で販売する企業集団である。同社は日本に進出をした際、

独特な喫茶文化を持つ日本市場に対し、あえてこれに適応する戦略を取らなかった。つまり彼ら

は、同産業にてメインターゲットだ、った男性客ではなく、女性客にフォーカスをする一方、メニ

ューや届舗などは、自国のものをベースに提供をした。日本の人々の目には、その米国初のサー

ビスや商品が当初は異質に映り、時に戸惑いながらも、その異質性を楽しみ、ファンとなり、同

社の収益の拡大に貢献した。結果、この企業は今では日本で無くてはならないブランドとなり、

日本全国に届舗網を張り巡らしている。

筆者は、この企業が日本で誕生した頃から従業員として働き続けた経験を持つO 企業が提供する

従業員向けの教育などは、本国アメリカで使用している教育プログラムをそのまま持ち込んでき

ていることもあり、異様に感じたことを覚えている。しかし、一従業員として、ゼ、ロから最終的

に900届舗以上にまでなった同社の成長期をこの目で見た経験から、企業の海外戦略のあり方と

して、文化の異質性を中心にするという考え方に共感するとともに興味を覚えた。

調査の結果、こういった戦略は文化的アービトラージ戦略と呼ばれる。一方、多くの日系企業が

海外に進出をする際に使用する、もはや一般化された戦略であることも分かつた。しかしながら、

同戦略を実行したものの、事業縮小や撤退に追い込まれるケースも少なくない。 海外へ進出する

企業数が多い現代において、一般化された海外戦略を実行しつつも、筆者が経験したように拡大

し、進出国において無くてはならない存在となる企業もあれば、そうでない企業も多い。この一

般化された戦略の成否を分けるポイントは何なのか。戦略実行の裏側に潜むワナに追求する中、

見えてきた答えは、海外進出企業がリスクをとって自国の文化を押し進めた結果、生じるバブル

のような過信とイノベーションの継続有無である。そして、文化的アービトラージ戦略のみなら

ず、進出国の中で押し進めた自国文化を、現地にて定着させるための戦略もまた必要とされてい

たのである。


